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歯周病の予防・改善が
心筋梗塞の予防につながる !？
　この研究は、「歯肉出血」「歯のぐらつき」「口臭」
の有無で歯周スコアをつけ、歯周病と言われたことの
有無や抜けた永久歯の数で分類し、５年間追跡調査し

た結果をまとめたものです。
　５年間の心筋梗塞発症率は、歯周スコア 0（歯周病
の疑いが低い）の人では発症率 0.1% でしたが、スコ
ア 3（歯周病の疑いが高い）では 3.0％でした。また、
歯周病と言われたことのある人では 1.2%、抜けた歯
が 5 本以上の人では 1.5% という結果になり、これら
を解析した結果、歯周病が疑われる群では心筋梗塞の
発症率が約２倍高くなりました。
　歯周病は罹患率の非常に高い疾患ですが、歯磨きな
どの適切なセルフケアや、歯石除去・クリーニングな
ど、歯科医院でのメンテナンスで予防・改善できます。
　口の中の健康をあまり重要だと思っていない人もい
るかもしれませんが、おろそかにしていると心筋梗塞
などの重篤な病気の発症につながるかもしれません。
毎食後の歯磨きや定期的な歯科検診を心がけて、口の
中の健康管理から全身の健康維持を目指しましょう。

歯周病のある男性は
心筋梗塞のリスクが 約２倍

季節の健康

　歯周病は、歯周組織に起こる炎症性の疾患で、日本人の成人の７～８割がかかっているともいわれています。
　このたび東京大学の調査で、歯周病が強く疑われる男性は、そうでない人に比べて心筋梗塞の発症リスク
が約２倍高いことが明らかになりました。

検　査　項　目

尿潜血
反応
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（－）

陽性（一定以上の赤血球がまじっている）の場合、尿の色な
ど目には見える変化はなくても、腎炎や腎結石などの腎臓病
や、尿管結石・尿道炎・前立腺炎など、尿管や尿道の病気が
考えられます。

陽性の場合、まず糖尿病が考えられますが、尿糖が陽性なら
即、糖尿病というわけできありません（尿に糖が出始めるのは、
血糖値がかなり高くなっている場合です）。

陽性の場合、腎臓の病気（腎盂腎炎、ネフローゼ症候群、糸
球体腎炎など）や膀胱炎、尿道炎などの可能性が疑われます。

尿糖
検査

尿たんぱく
検査

正常値 異常の場合に考えられる病気

尿中の赤血球
（血液）を
チェック

尿中の

ブドウ糖を
チェック

尿に含まれている

たんぱく質を
調べる

尿 検 査
　腎臓で血液が濾過されてできる尿は、血液中の老廃物や不要物が溶け込んでいます。腎臓の病気は進行するま
で無症状のことが多く、尿検査は重要な情報源です。通常の健診で行う尿検査は尿蛋白・尿潜血・尿糖などですが、
たんぱく質や糖は体に必須の物質で、通常、尿で検出されることはありません。「陽性」の場合、腎臓の機能低下
のほか、尿管・膀胱・尿道など尿の通り道のどこかに異常が疑われます。

●健診でチェックする代表的な尿検査

身近な検査項目でありながら
特定健診にも含まれる
泌尿器系疾患の代表的検査
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